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国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月10日
国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月15日
国　税／�8月決算法人の確定申告

� （法人税・消費税等） 10月31日
国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日
国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 10月31日
地方税／�個人住民税第3期分の納付

� 市区町村の条例で定める日
労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）�10月31日
労　務／�労災の年金受給者の定期報告
� （7月〜12月生まれ） 10月31日
労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日
� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　この10月１日から、パート・アルバイトの
社会保険の加入要件が拡大されます。被保険
者数が51人以上の企業等（特定適用事業所）に
おいて、週の所定労働時間が20時間以上、月
額賃金が8.8万円以上といった要件を満たすパー
ト等が、短時間労働者として健康保険・厚生
年金保険の加入対象となります。

ワンポイント 社会保険の加入要件拡大

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

14日・スポーツの日
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10 月号─2

一
　
法
律
の
概
要
▪
▪
▪
▪
▪
▪
▪

⑴
　
制
定
の
背
景

　

近
年
、
働
き
方
の
多
様
化
が
進
展

し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う
働
き
方

が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
実
態
調
査
や
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
・
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
な

ど
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
取

引
先
と
の
関
係
で
様
々
な
問
題
・
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
も
顕

著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

《
参
考
》

　

実
態
調
査
（
令
和
３
年　

内
閣
官

房
ほ
か
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
調
査

結
果
が
あ
り
ま
し
た
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
約
４
割
が
報

酬
不
払
い
、
支
払
遅
延
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
約
４
割
が
記

載
の
不
十
分
な
発
注
書
し
か
受
け

取
っ
て
い
な
い
か
、
そ
も
そ
も
発

注
書
を
受
領
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
ブ

ル
１
１
０
番
で
は
、
次
の
よ
う
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

・　

報
酬
の
支
払
い
に
関
す
る
相
談

・　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
就
業
環
境

に
関
す
る
相
談

　

こ
れ
ら
は
、
業
務
委
託
を
受
け
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
発
注
事
業
者
と
の

間
に
、
交
渉
力
や
情
報
収
集
力
の
格

差
が
生
じ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
弱
い

立
場
に
置
か
れ
や
す
い
関
係
性
に
あ

る
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
　
法
の
目
的

　

前
述
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
次
の
２
点
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
同
法
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
企
業
な
ど
の

発
注
事
業
者
の
間
の
取
引
の
適
正

化
・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
就
業
環
境
の

整
備

二
　
発
注
事
業
者
の
義
務
▪
▪
▪
▪

　

発
注
事
業
者
が
満
た
す
要
件
に
応

じ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
し
て
の
義

務
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
を

要
し
ま
す
。

　

発
注
事
業
者
を
A
〜
C
の
３
種

類
に
区
分
し
て
見
て
い
き
ま
す
。

【
発
注
事
業
者
A
】 

　

次
の
２
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・　

従
業
員
を
使
用
し
て
い
な
い

※　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
同
士
の
取
引
の

場
合
は
、
業
務
を
発
注
す
る
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
に

該
当
し
ま
す
。

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

①　

書
面
等
に
よ
る
取
引
条
件
の
明

示

　
　

業
務
委
託
を
し
た
場
合
、
書

面
・
メ
ー
ル
等
の
電
磁
的
方
法
に

よ
り
、
直
ち
に
、「
業
務
の
内
容
」

「
報
酬
の
額
」「
支
払
期
日
」
な
ど

一
定
の
取
引
条
件
を
明
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
す
。

【
発
注
事
業
者
B
】 

　

次
の
２
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・　

従
業
員
を
使
用
し
て
い
る

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

　

前
述
の
①
に
加
え
、
次
の
②
〜
④

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

②　

報
酬
支
払
期
日
の
設
定
・
期
日

内
の
支
払

　
　

発
注
し
た
物
品
等
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
数
え
て
「
60
日
以
内
」

の
で
き
る
限
り
早
い
日
に
報
酬
支

払
期
日
を
設
定
し
、
期
日
内
に
報

　

今
年
11
月
１
日
よ
り
、「
特
定
受

託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
」（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
）
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
で
働
く
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業

務
委
託
を
行
う
発
注
事
業
者
に
対

し
、
業
務
委
託
を
し
た
際
の
取
引
条

件
の
明
示
、
物
品
等
を
受
領
し
た
日

か
ら
原
則
60
日
以
内
で
の
報
酬
支

払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
た
め
の

体
制
整
備
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
法
律
の
概
要
や
事

業
者
が
注
意
し
て
お
き
た
い
点
な
ど

を
解
説
い
た
し
ま
す
。

フリーランスとの
取引適正化　　　
〜新法が施行されます〜
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酬
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

③　

募
集
情
報
の
的
確
表
示

　
　

広
告
な
ど
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

募
集
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る

際
に
、
次
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

・　

虚
偽
の
表
示
や
誤
解
を
与
え

る
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
（
違
反
の
例
：
意
図
的
に
実

際
の
報
酬
額
よ
り
も
高
い
額
を

表
示
す
る
、
業
務
に
用
い
る
パ

ソ
コ
ン
や
専
門
の
機
材
な
ど
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
自
ら
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
旨
を
記
載
せ
ず
表
示

す
る
等
）

・　

内
容
を
正
確
か
つ
最
新
の
も

の
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
（
違
反
の
例
：
既
に
募
集

を
終
了
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
削
除
せ
ず
表
示
し
続
け

る
）

④　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
係
る
体

制
整
備

　
　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
に
関
し
、
次
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

・　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
旨
の
方
針
の
明
確

化
、
方
針
の
周
知
や
啓
発
（
対

応
例
：
社
内
報
の
配
布
、
従
業

員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
）

・　

相
談
や
苦
情
に
応
じ
、
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体

制
の
整
備
（
対
応
例
：
相
談
担

当
者
を
定
め
る
、
外
部
機
関
に

相
談
対
応
を
委
託
す
る
）

・　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
事
後
の

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
（
対
応

例
：
事
案
の
事
実
関
係
の
把
握
、

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
措
置
）

　

な
ど

【
発
注
事
業
者
C
】

　

次
の
3
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・　

従
業
員
を
使
用
し
て
い
る

・　

一
定
の
期
間
以
上
行
う
業
務
委

託
で
あ
る

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

　

前
述
の
①
〜
④
に
加
え
、
さ
ら
に

次
の
⑤
〜
⑦
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

⑤　

禁
止
行
為

　
　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
し
、「
１

か
月
」
以
上
の
業
務
委
託
を
し
た

場
合
、
次
の
７
つ
の
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

　
　

受
領
拒
否
（
発
注
者
の
一
方
的

都
合
に
よ
り
発
注
取
消
し
を
し
て

受
け
取
ら
な
い
等
）
／
報
酬
の
減

額
／
返
品
／
買
い
た
た
き
（
著
し

く
低
い
報
酬
の
額
を
不
当
に
定
め

る
）
／
購
入
・
利
用
強
制
（
自
己

の
指
定
す
る
物
の
購
入
・
役
務
の

利
用
を
強
制
す
る
）
／
不
当
な
経

済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
／
不
当

な
給
付
内
容
の
変
更
・
や
り
直
し

⑥　

育
児
介
護
等
と
業
務
の
両
立
に

対
す
る
配
慮

　
　
「
６
か
月
」
以
上
の
業
務
委
託

に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
育

児
や
介
護
な
ど
と
業
務
を
両
立
で

き
る
よ
う
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
申

出
に
応
じ
て
必
要
な
配
慮
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。

　
　

配
慮
の
例
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
妊
婦
検
診

を
受
診
す
る
た
め
の
時
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
就

業
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

・　

育
児
や
介
護
等
と
両
立
可
能

な
就
業
日
・
時
間
と
し
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

　
　

や
む
を
得
ず
必
要
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

⑦　

中
途
解
除
等
の
事
前
予
告
・
理

由
開
示

　
　
「
６
か
月
」
以
上
の
業
務
委
託

を
中
途
解
除
し
た
り
、
更
新
し
な

い
こ
と
と
す
る
場
合
は
、
次
の
こ

と
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・　

原
則
と
し
て
30
日
前
ま
で
に

予
告
す
る
こ
と

・　

予
告
の
日
か
ら
解
除
日
ま
で

に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
か
ら
理
由
の

開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

は
理
由
の
開
示
を
行
う
こ
と

三
　
そ
の
他
▪
▪
▪
▪
▪
▪
▪
▪
▪

　

こ
の
法
令
に
は
罰
則
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

法
令
違
反
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会

や
厚
生
労
働
省
か
ら
の
勧
告
・
命
令

に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
命
令
に
違
反
し
て
い
る
と
き

（
50
万
円
以
下
の
罰
金
）
や
、
求
め

ら
れ
た
各
種
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た

ま
た
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き

（
20
万
円
以
下
の
過
料
）
な
ど
の
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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　今年12月1日より、iDeCo（個人型確定
拠出年金）、企業型DC（確定拠出年金）の
拠出限度額が見直されます。
◆iDeCo
　DB（確定給付企業年金）等の他制度に加
入している場合は、掛金の上限は月額
12,000円とされています。この額が
20,000円に引き上げられます。
　また、この上限額は、企業型DCや他制
度の掛金を含めた合算額が月額55,000円
を超えない範囲内で適用されます。
　改正後は、月額55,000円－（各月の企
業型DCの事業主掛金額＋DB等の他制度
掛金相当額）＝iDeCoの掛金上限額となり
ます。
※　ただし、上記式で算出した額が20,000
円を超えるときは、20,000円が上限。

◆企業型DC
　従来の拠出限度額は、企業型DCのみの

場合は月額55,000円、DBなど他制度と併
用する場合は27,500円とされています。
　改正後は、他制度の掛金相当額を差し引
いた金額が限度額となります（改正後の拠
出限度額：55,000円－他制度の掛金相当
額＝企業型DCの拠出限度額）
　この改正により、DB等の他制度掛金相
当額が低い場合は、DCで拠出できる額は
大きくなり、DB等の他制度掛金相当額が
高い場合は、DCで拠出できる額は小さく
なります。
◆その他の見直し事項
　iDeCoの拠出限度額の管理のため、事業
主は、全てのDBの加入者に関する情報を
企業年金連合会が整備する企業年金プラッ
トフォーム（PF）に登録する必要が生じます。
これによって、iDeCoに関してこれまで事
業主が行う必要のあった、従業員の企業年
金加入状況に関する事業主証明書の発行、
年1回の確認作業を不要とする等の改正も
行われています。

iDeCo等の拠出限度額変更

　国民年金の手続きは、電子申請可能なも
のが順次追加されており、令和6年3月には、
「付加保険料」と「産前産後免除」の手続き
が加わりました。
　現時点で電子申請が可能なものは次のと
おりです。
・　国民年金被保険者の資格取得（種別変
更）の届出
・　付加保険料納付（辞退）申出
・　付加保険料納付該当（非該当）届
・　国民年金保険料免除・納付猶予申請
・　学生納付特例申請
・　産前産後免除該当届
・　口座振替納付（変更）申出兼還付金振
込方法（変更）申出
・　口座振替辞退申出
　海外からの転入等により初めて国民年金
に加入するときや、会社を退職したとき等
で厚生年金保険から国民年金への変更手続
きをするための資格取得（種別変更）の届
出も、電子申請により行うことができます。

国民年金手続きの電子申請　
出
産
施
設
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

様
々
で
、
出
産
に
か
か
る
費
用
も
地

域
や
施
設
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
情
報
を
調

べ
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、あ
ら
か
じ
め
費
用
や
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
を
踏
ま
え
て
出
産
す
る

施
設
を
適
切
に
選
択
で
き
る
よ
う
、

令
和
6
年
5
月
に
厚
生
労
働
省
に
よ

り「
出
産
な
び
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　「
出
産
な
び
」
に
は
、
所
在
地
、

外
来
受
付
時
間
、
医
師
数
や
年
間
分

娩
件
数
と
い
っ
た
基
礎
情
報
に
加

え
、
助
産
ケ
ア
や
付
帯
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
の
有
無
、
分
娩
に
か
か
る
費
用

の
目
安
な
ど
の
詳
細
情
報
が
施
設
ご

と
に
掲
載
さ
れ
、
エ
リ
ア
や
詳
細
条

件
を
指
定
し
て
検
索
し
、
該
当
す
る

施
設
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
た
だ
し
「
出
産
な
び
」
は
、
分
娩

を
扱
う
す
べ
て
の
施
設
の
情
報
が
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意

が
必
要
で
す
。

「
出
産
な
び
」の
ご
紹
介


